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江
戸
・

明
治
期
に
お
け
る
桐
城
派

桐
城
遺
風
也
許
仮
美
、
但
美
不
如
更
新
也
会
衰
老
、
死
亡
。

人
世
間
没
有
美
的
絶
境
、
体
的
象
牙
之
塔
也
不
是
美
的
絶
境
o
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H
H
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、
序
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い
う
ま
で
も
な
く
桐
城
派
は
清
代
最
大
の
文
学
流
派
で
あ
り
、
民
国
に
入
っ
て
か
ら
も
文
学
革
命
の
時
期
ま
で
伝
統
文
学
の
中
心
勢
力
の

地
位
を
占
め
て
い
た
。
現
代
中
国
の
担
い
手
と
な
っ
た
知
識
人
た
ち
が
厳
復
の
訳
し
た
「
天
演
論
』
や
林
好
訳
の
『
巴
繋
茶
花
女
遣
事
』
な

ど
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
欧
米
の
思
想
・
文
学
へ
の
眼
を
聞
か
れ
た
こ
と
は
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
厳
復
は
桐
城
、
派
系
の
、
林
好
は
呉
、
汝
論

の
直
弟
子
で
あ
っ
て
桐
城
派
の
学
統
の
継
承
者
で
あ
り
、
格
調
高
い
古
文
を
駆
使
し
て
翻
訳
を
行
な
い
画
期
的
な
成
功
を
収
め
た
。
旦
ハ
汝
論

は
進
士
出
身
で
あ
っ
て
曽
国
藩
・
李
鴻
章
の
線
に
つ
な
が
り
、
曽
・
李
両
名
の
秦
疏
の
多
く
が
か
れ
の
手
に
成
る
と
い
わ
れ
た
文
豪
で
あ
る
。

曽
・
李
は
桐
城
派
の
信
奉
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
清
国
の
政
治
の
方
向
を
左
右
す
る
実
力
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
界
文
壇
に
お
け
る
圧
倒
的

米

一
九
一
七
年
の
文
学
革
命
に
際
し
て
は
「
桐
城
の
謬
種
」
と
し
て
、
新
知
識
人
た
ち
の
打
倒
目
標
と
な
る
に
至

な
勢
力
の
保
持
の
た
め
に



る
の
だ
っ
た
。

そ
れ
で
は
こ
の
桐
城
派
は
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、

か
つ
受
容
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
特
に
明
治
時
代
に
お
け
る
影
響

と
日
中
両
国
の
学
者
の
交
遊
関
係
に
は
、
軽
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
呉
汝
論
や
、

駐
日
公
使
と
し
て
明
治
十
四
年
に
着
任

し
た
繋
庶
昌
の
直
接
的
な
影
響
に
よ
っ
て
、
常
に
中
国
で
の
新
し
い
詩
文
の
動
向
に
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
日
本
の
漢
文
作
者
た
ち
の
文
風

に
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
猪
口
篤
志
氏
が

『
日
本
漢
文
学
史
』
（
角
川
書
店
昭
和
五
十
九

の
序
文
で
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
実
を

い
え
ば
、

明
治
は
日
本
の
漢
詩
文
の
最
高
に
発
達
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
従
来
の
日
本
漢
文
学
史
で
明
治
・
大
正
に
説
き
及
ん
だ
も
の
は
稀

で
あ
る
」

の
が
実
情
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
は
ま
ず
個
別
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
も
そ
の
た
め
の
一
石
と
な
る
筈
の
も
の
で
あ

る

二
、
江
戸
期
の
桐
城
派
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も
ち
ろ
ん
桐
城
派
の
始
祖
方
琶
以
下
の
存
在
が
日
本
に
知
ら
れ
た
の
は
、

江
戸
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
方
琶
・
劉
大
地
・
桃
設
鼎
の

知
名
度
が
そ
れ
ほ
ど
高
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
桐
城
派
の
源
流
と
も
い
う
べ
き
明
の
帰
有
光
へ
の
言
及
は
主
要
な
学
者
・
丈
人
の
間
に

ひ
ろ
く
見
ら
れ
る
。
伊
藤
仁
斎
の

『
童
子
問
』
巻
の
下
に
は
、
「
方
正
学
・
王
遵
巌
・
帰
震
川
等
皆
近
世
の
大
家
、

正

（
た
だ
し
う
）
し
て
法

有
り
。
必
之
を
読
む
べ
し
」
と
あ
り
、
但
徳
学
派
が
古
文
辞
派
の
李
翠
竜
・
王
世
貞
を
強
調
す
る
以
前
に
正
当
な
る
評
価
を
、
つ
け
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
降
っ
て
文
政
年
間
に
は
訓
点
本
の

『
帰
震
川
文
粋
』
全
五
冊
も
行
わ
れ
て
い
る
か
ら

一
般
の
知
識
人
に
も
な

じ
み
の
な
い
存
在
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
蔵
書
目
録
の
完
備
し
て
い
る
贋
瀬
淡
窓
・
旭
荘
の
書
目
中
に
は
桐
城
三
祖
の
著
述
は
な
い
が
、
梅

取
蔵
書
目
録
（
虞
瀬
謙
、
字
は
吉
甫
、
通
称
は
謙
吉
、
号
は
旭
荘
・
梅
敬
）

に
は
『
帰
震
川
集
』
十
二
本
二
映
の
記
載
が
あ
る
。



豊
後
日
出
の
帆
足
万
里
、
字
は
鵬
卿
、
号
は
愚
亭
は
儒
者
に
し
て
蘭
学
者
を
兼
て
い
る
。
三
浦
梅
園
の
条
理
学
を
基
礎
と
し
て
窮
理

物

理
）
学
に
志
し
、
『
窮
理
通
』
を
著
し
た
。

一
方
、
『
捧
業
徐
論
』
巻
之
一
に
お
い
て
明
文
を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
明
文
方
孝

碍
第
一
、

王
陽
明
次
之
、
宋
漉
則
敷
暢
、

少
抑
揚
頓
挫
之
妙
。
：
：
：
帰
有
光
却
有
佳
慮
、
恨
下
不
多
見
。
」
清
の
詩
文
を
喜
ば
な
い
万
里
も
、

明
は
評
価
す
る
の
だ
っ
た
。

江
戸
市
井
の
大
学
者
市
野
述
庵
は
校
勘
の
学
を
好
み
、
晩
年
は
も
っ
ぱ
ら
松
崎
憐
堂
・
狩
谷
被
斎
の
よ
う
な
考
証
学
の
大
家
と
の
み
交
際

し
た
。

か
れ
の
友
人
で
あ
る
松
崎
憐
堂
は
、
「
迷
庵
市
野
先
生
碕
銘
」
の
な
か
で
、
「
文
は
宋
明
に
出
入
し
、
帰
有
光
を
以
て
宗
と
な
す
。
然

れ
ど
も
多
く
は
稿
を
留
め
ず
、
僅
か
に
遺
文
二
巻
を
存
す
る
の
み
」
と
断
定
し
て
い
る
。
山
田
琢
訳
注
本
の
『
憐
堂
日
暦
」
全
六
巻
（
平
凡

社
東
洋
文
庫
）

は
、
期
せ
ず
し
て
江
戸
後
期
の
一
種
の
学
術
史
の
側
面
を
備
え
て
い
る
。
巻
三
の
文
政
十
三
年
閏
月
十
日
の
前
述
の
記
事
に

「
巻
五

天
保
八
年
六
月
四
日

枕
を
支
え
て
震
川
集
を
読
む
。
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は
じ
ま
り
、

以
下
三
回
震
川
集
に
触
て
い
る
。
友
人
市
野
迷
庵
の
影
響
と
い
う
点
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

天
保
八
年
七
月
二
日

終
日
、
震
川
集
を
読
む
。

天
保
十
年
四
月
二
十
九
日

O
吾
が
道
は
一
以
て
こ
れ
を
貫
く
『
論
語
』
。
震
川
集
孔
子
の
一
と
な
る
所
以
の
も
の
、
蓋
し
特
に
指
す
と
こ

ろ
あ
り
て
未
だ
発
せ
ず
、

そ
の
実
は
忠
恕
を
指
し
て
言
う
の
み
。
曽
子
は
門
人
が
未
だ
達
せ
ざ
る
に
因
っ
て
、
始
め
て
こ
れ
を
明
言
す
る
な

り
そ
れ
で
は
江
戸
期
き
つ
て
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ

l
『
日
本
外
史
』

の
作
者
に
し
て
、
清
朝
の
文
壇
の
最
新
の
動
向
に
敏
感
な
頼
山
陽
の
場
合

は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
三
十
五
歳
の
山
陽
は
文
化
十
一
年
七
月
十
五
日
、
折
か
ら
福
山
藩
の
公
用
に
て
江
戸
入
り
し
て
い
た
師
の
菅
茶

山
に
あ
て
て
手
紙
を
書
い
て
い
る
。



「
江
戸
の
詩
文
如
何
御
座
候
ヤ
、

ヤ
ハ
リ
随
園
を
金
科
玉
僚
に
仕
候
ヤ
。
文
は
金
聖
嘆
、
書
は
清
朝
舶
商
の
み
と
奉
存
候
。
中
晩
〔
唐
〕

詩
を
梢
々
読
候
も
の
も
有
之
と
承
候
。
如
何
ニ
候
ヤ
。
」
『
頼
山
陽
書
簡
集
』
上
巻

民
友
社

昭
和
二
年
）
こ
れ
は
江
戸
の
市
川
寛
斎
・
市

河
米
庵
・
大
窪
詩
併
・
菊
池
五
山
等
を
意
識
し
て
の
発
言
に
違
い
な
い
。

山
陽
は
自
分
自
身
で
は
日
本
の
蘇
東
域
を
以
て
任
じ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
時
人
は
多
く
清
朝
の
性
霊
派
の
代
表
者
哀
枚
号
は
随
園
を
以
て
見
倣
し
て
い
た
。
そ
の
性
情
や
作
風
に
共
通
点
が
多
く
、
才

女
好
み
の
性
癖
ま
で
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

『
頼
山
陽
書
簡
集
続
編
』
徳
富
猪
一
郎
・
木
崎
愛
吉
共
編
（
民
友
社

昭
和
四
年
刊
）

の
注
に
お
い
て
、
編
者
は
い
っ
て
い
る
。
「
角
田
九

華
は
山
陽
の
文
を
評
し
て
、
唐
宋
八
家
よ
り
も
清
朝
人
に
近
い
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
の
手
紙
を
見
て
も
、
如
何
に
其
の
清
朝
人
の

文
を
見
る
に
汲
々
と
し
て
い
る
か
が
、

よ
く
窺
は
れ
る
。

山
陽
は
清
朝
の
古
文
を
如
何
に
観
て
い
た
か
、
〈
書
後
〉
に
少
し
ば
か
り
出
て
い
る
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と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
れ
を
概
し
て
、
『
明
体
を
襲
う
こ
と
を
塊
じ
、
亦
宋
様
に
依
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
こ
こ
に
於
て
一
種
洗
練
算
削
の
文
を

作
り
、
唐
人
を
学
べ
り
と
い
う
も
、

そ
の
実
は
亦
帰
震
川
の
支
奇
た
る
の
み
』
と
評
し
、
：
：
：
そ
の
他
、
清
朝
諸
家
の
文
集
を
渉
猟
す
る
に

力
め
て
い
た
。
桐
城
一
派
の
も
の
は
見
て
い
た
か
否
を
詳
か
に
し
な
い
が
、

門
人
森
田
節
斎
の
如
き
は
、
師
伝
に
由
り
て
こ
れ
を
愛
読
し
た

〉わ

l
）
／
＼
、

部
青
門
の
文
も
昌
平
版
と
し
て
刊
行
き
る
よ
う
に
も
な
り
、

明
治
時
代
に
入
り
て
は
、

一
時
桐
城
を
談
ぜ
ず
ば
、
古
文
を
論
ず
る

資
格
が
な
い
よ
う
に
、
争
う
て
桃
姫
伝
を
学
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
遠
く
こ
れ
を
遡
れ
ば
、
〈
洗
練
男
削
〉
を
以
て
山
陽
の
概
論
し
た
と

」
ろ
あ
た
り
に

そ
の
源
を
発
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
。
」

言
志
派
系
の
山
陽
と
載
道
派
系
の
桐
城
の
文
学
と
は
思
想
的
立
場
で
は
も
と
よ
り
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
が
、
文
章
錬
磨
の
手
段
に
お
い

て
は
近
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
十
五
歳
、

文
政
七
年
（
？
）

五
月
十
四
日
付
の
秋
吉
雲
桂
へ
の
手
紙
に
お
い
て
、
「
彼
〔
方
〕

望
渓
全
書
之
事
、
承
知
仕
候
、

い
ま
だ
に
う
れ
ず
に
あ
る
ヤ
、
何
様
一
見
仕
度
候
、
其
上
ニ
て
直
段
如
何
様
と
も
引
合
可
申
候
」
と
あ
る
か



ら
、
も
ち
ろ
ん
方
琶
の
存
在
は
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
五
十
三
歳
、
天
保
三
年
二
月
十
三
日
の
村
瀬
藤
城
あ
て
の
手
紙
で
は
、

『
壮
悔
堂
文
集
』
の
買
入
方
を
依
頼
し
て
い
る
。
清
初
の
古
文
作
家
侯
方
域
は
表
現
が
派
手
で
且
つ
文
人
気
質
が
濃
厚
な
点
な
ど
、

い
か
に
も

山
陽
好
み
で
あ
る
。
「
時
に
此
節
、
侯
朝
宗
文
集
新
舶
来
と
て
見
せ
来
候
。
是
は
江
戸
に
一
部
あ
る
と
て
、
勢
儒
斎
藤
拙
堂
購
獲
候
よ
し
、
先

年
承
、
羨
し
く
存
候
慮
ニ
て
快
諦
候
。
清
朝
古
文
名
家
、
貌
叔
子
・
侯
朝
宗
を
首
と
致
、
方
望
渓
・
朱
竹
花
・
迂
嘉
峯
な
ど
、
申
様
之
数
家

に
不
過
。
亭
林
・
亮
峯
な
ど
は
、
経
学
を
、
王
と
す
る
人
、

竹
花
ハ
詩
、
望
渓
ハ
理
学
な
ど
ニ
て
、

文
を
主
と
す
る
ハ
貌
侯
二
家
ニ
候
。
八
家

の
後
、

明
之
方
正
学
・
王
遵
邑
・
唐
刑
川
・
帰
震
川
な
ど
之
外
ハ
、
所
謂
李
何
王
李
之
類
、

明
末
清
初
ニ
て
、
古
文
辞
と
、

八
家
と
の
聞
を

行
も
の
多
候
て
、
此
二
家
最
較
著
之
も
の
也
。
」

山
陽
の
明
の
帰
震
川
と
清
の
方
望
渓
に
対
す
る
態
度
が
こ
れ
で
は
ぽ
明
か
で
あ
り
、

こ
の
山
陽
に
至
っ
て
漢
詩
文
の
日
本
化
の
度
合
が
顕
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著
に
な
っ
て
き
た
。
考
証
学
者
の
松
崎
憐
堂
で
さ
え
、

そ
の
『
日
暦
』
の
文
政
十
年
十
二
月
八
日
の
条
で
、
「
文
に
和
習
あ
っ
て
始
め
て
こ
れ

真
の
文
。
漢
に
漢
習
あ
り
、
唐
宋
に
唐
宋
の
習
あ
り
。
和
に
和
習
な
け
れ
ば
、
和
人
の
文
と
な
さ
ず
。
」
と
断
言
し
て
い
る
ほ
ど
時
代
全
般
に

こ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
山
陽
の
作
風
に
は
、
学
者
の
一
部
に
は
反
按
も
あ
っ
た
。
富
士
川
英
郎
の
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』
（
筑
摩
）
に
、

次
の
よ
う

な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
佐
藤
一
斎
は
「
山
陽
の
よ
う
に
無
学
文
盲
で
な
け
れ
ば
名
文
は
書
け
ぬ
』
と
言
っ
た
そ
う
だ
が
、

こ
れ
も
単
な
る
皮

肉
や
郷
捻
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

し
ば
し
ば
文
章
の
規
範
か
ら
逸
脱
し
な
が
ら
も
、

ぜ
ん
た
い
に
生
気
が
躍
動
し
て
い
て
、

叙
事
と
譜
諺
の
面
白
味
を
そ
な
え
て
い
る
山
陽
の
そ
れ
の
よ
う
な
文
章
は
、
昌
平
曇
を
は
じ
め
と
す
る
官
学
派
の
儒
者
た
ち
に
は
と
う
て
い

書
け
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」

文
論
の
分
野
で
の
日
本
人
の
著
述
の
う
ち
、
最
高
の
水
準
を
示
し
て
い
る
業
績
は
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
津
藩
儒
斎
藤
拙
堂
の
『
拙
堂
文
話
』



八
巻
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
期
の
詩
話
で
は
菊
池
五
山
の
『
五
山
堂
詩
話
』
が
あ
る
が
、

文
話
で
は
誰
し
も
『
拙
堂
文
話
』
を
真
先

に
挙
げ
る
だ
ろ
う
。
帰
有
光
に
つ
い
て
は
、
「
継
王
唐
而
起
者
、
為
帰
震
川
。
震
川
為
文
、
原
本
経
術
。
好
太
史
公
、
比
王
唐
之
文
、
其
大
不

及
、
古
則
過
之
。
故
能
使
王
穿
州
心
服
罵
。
」
（
王
唐
の
王
は
王
遵
巌
、
唐
は
唐
刑
川
）

，．
1

3

、

1
〈

iν

し

そ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
は

p

h

E

O

 

J
J
d

し

た
だ
古
文
辞
派
の
王
世
貞
が
後
に
帰
有
光
を
評
価
す
る
に
至
る
原
因
を
、

王
・
唐
に
比
べ
て
「
其
の
大
は
及
ば
ぎ
れ
ど
も
、
古
は
則

ち
之
に
過
ぐ
。
」
に
求
め
て
い
る
の
は
、
け
だ
し
卓
見
で
あ
ろ
う
。

方
琶
に
つ
い
て
は
巻
一
と
巻
二
で
言
及
し
て
お
り
、
前
者
で
は
次
の
よ
う
に
厳
し
い
見
解
を
示
し
て
い
る
。
「
近
人
好
改
前
輩
之
文
者
、
白

謂
得
古
文
法
。
観
其
自
運
、
往
往
措
語
迂
回
、

下
字
冗
漫
、
猶
多
可
剛
改
者
。
古
文
法
不
当
如
此
。
抑
又
暇
改
他
人
之
丈
哉
。
方
望
渓
剛
改

八
家
文
、
屈
悔
翁
改
杜
詩
。
余
以
為
八
家
少
陵
復
生
、
必
有
低
怖
心
而
遵
其
改
者
、
必
有
反
覆
排
論
而
不
遵
其
改
者
。
要
之
扶
摘
於
字
句
問
、

す
な
わ
ち
方
琶
独
自
の
〈
洗
練
努
削
〉
ぶ
り
に
納
得
せ
ず
、
異
を
唱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
巻
こ
で
は
さ
ら
に
、
「
清
人
噴
噴
称
方
望
渓
之
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難
六
経
頗
有
可
議
慮
。
固
無
労
二
公
之
舎
其
田
而
芸
人
之
田
也
。
方
屈
皆
西
土
有
名
之
士
、
猶
胎
噌
笑
。
況
其
伶
乎
。
」

文
、
推
為
大
家
。
余
閲
其
集
、
平
平
無
奇
。
朱
竹
花
之
文
、
亦
穏
而
不
奇
。
皆
不
及
明
氏
作
家
遠
矢
。
然
二
子
皆
醇
儒
、
要
不
得
不
以
大
家

帰
之
。
」

実
は
「
平
平
無
奇
」
な
れ
ば
こ
そ
清
代
の
時
代
精
神
に
合
致
し
た
わ
け
で
、

そ
の
文
風
自
体
の
本
質
は
理
解
し
な
が
ら
も
桐
城
派
流
行
の

背
景
は
把
握
し
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
後
は
幕
末
の
激
動
期
に
入
り
、
志
士
の
文
学
の
色
彩
が
強
ま
っ
て
来
る
。
拙
堂
自
身
も
阿
片
戦
争
の
報
に
接
し
、
『
海
外
異
伝
』

を
著
し
て
い
る
よ
う
な
情
況
と
な
っ
て
き
た
。
政
治
上
の
変
革
は
た
だ
ち
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
、

そ
れ
に
対
す
る
反
応
が
生
じ
る
が
、

文
学

上
の
流
行
が
日
本
の
知
識
人
に
受
容
さ
れ
る
の
に
は
時
間
的
に
数
十
年
か
ら
数
百
年
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
桐
城
派
の
よ
う



な
地
味
な
文
学
運
動
が
日
本
に
入
っ
て
血
肉
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、

明
治
ま
で
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
桐
城
派
が
学
界
・
文
壇
の
主
流
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
、

つ
い
に
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

二
、
江
戸
期
の
長
崎
と
中
国
文
化

江
戸
時
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
中
国
は
聖
賢
の
固
と
し
て
理
想
化
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
国
に
も
っ
と
も
近
い
場
所
と
し
て
長
崎
は
知

識
人
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
ま
と
だ
っ
た
。
篠
崎
小
竹
は
享
和
三
年
に
、
市
河
米
庵
は
文
化
元
年
に
、
大
槻
平
泉
・
盤
里
は
文
化
二
年
に
、
武

元
登
々
庵
は
文
化
五
年
に
、
浦
上
春
琴
市
河
寛
斎
は
文
化
十
一
年
に
、
頼
杏
坪
は
文
化
十
二
年
に
長
崎
に
往
来
し
て
い
る
こ
と
が
前
出
の
『
頼

山
陽
書
翰
集
」
に
見
え
て
い
る
。

閉
鎖
し
て
広
島
の
実
家
に
立
寄
り

い
よ
い
よ
九
州
旅
行
に
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
当
日
附
で
の
大
阪
在
住
の
親
友
篠
崎
小
竹
へ
あ
て
た
手
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こ
の
知
友
た
ち
の
長
崎
行
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
文
政
元
年
三
月
六
日
、
数
え
で
三
十
九
歳
の
山
陽
（
1
）
は
京
都
の
塾
を

紙
に
お
い
て
、
「
時
に
廓
然
之
後
、
継
ぐ
に
浩
然
勃
然
を
以
て
、
序
に
長
崎
迄
と
思
立
申
候
。
此
度
を
失
ひ
候
て
は
、
多
年
之
志
遂
げ
難
し
と

存
じ
申
候
」
と
そ
の
胸
中
を
告
白
し
て
い
る
。

か
く
て
五
月
二
十
三
日
に
長
崎
入
り
し
、

八
月
二
十
三
日
ま
で
ち
ょ
う
ど
三
か
月
間
滞
在
し

た
が
、
鎖
国
体
制
の
下
で
は
合
法
的
に
中
国
へ
渡
る
手
段
は
な
い
。

か
く
て
茂
木
よ
り
乗
船
、

天
草
の
海
を
横
切
っ
て
熊
本
へ
着
い
た
の
が

二
十
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
海
上
で
脳
裏
に
ひ
ら
め
い
た
の
が
、
「
天
草
洋
に
泊
す
」
の
傑
作
で
あ
る
。
心
眼
に
よ
っ
て
大
洋
の
彼
方
に

あ
こ
が
れ
の
中
国
大
陸
を
見
、
「
雲
耶
山
耶
呉
耶
越
か
、
水
天
努
髭
青
一
髪
」

の
名
句
を
得
た
の
で
あ
る
。

鎖
国
と
は
い
っ
て
も
中
国
・
朝
鮮
・
オ
ラ
ン
ダ
と
は
貿
易
関
係
が
あ
り
、
外
交
関
係
も
一
部
存
在
し
て
い
た
の
だ
か
ら
完
全
な
鎖
国
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
長
崎
に
は
唐
船
が
来
航
し
唐
通
事
が
お
り
、
唐
人
屋
敷
が
存
在
し
、
唐
寺
の
三
福
寺
す
な
わ
ち
福
済
寺
・
興
福
寺
・
崇



福
寺
が
栄
え
渡
来
僧
が
住
持
し
た
。
唐
船
は
琉
球
を
除
け
ば
長
崎
に
だ
け
入
港
し
た
か
ら
、
舶
来
の
文
物
も
長
崎
が
も
っ
と
も
安
か
っ
た
。

漢
籍
に
も
長
崎
値
段
・
大
坂
値
段
・
江
戸
値
段
と
あ
り
、
東
へ
行
く
ほ
ど
高
く
な
っ
た
。
儒
者
や
文
人
が
長
崎
を
目
指
し
た
こ
と
は
、
実
利

的
な
面
も
当
然
考
え
ら
れ
よ
う
。
九
州
佐
伯
毛
利
家
は
僅
か
二
万
石
の
小
大
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
籍
の
質
量
に
お
い
て
前
田
家

百
二
万
石
の
尊
経
間
文
庫
と
較
べ
て
も
さ
し
て
見
劣
り
し
な
い
蔵
書
を
誇
り
得
た
の
で
も
、

長
崎
の
地
の
利
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

山
陽
の
父
の
春
水
は
、
長
崎
へ
の
一
遊
を
欲
し
て
果
た
さ
ず
、
遂
に
広
島
藩
の
儒
者
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
の
で
あ
る
。

四
、
江
戸
時
代
と
明
治
維
新

日
本
の
現
在
の
経
済
的
成
功
を
契
機
に
、
成
功
の
背
景
の
分
析
が
諸
外
国
で
き
か
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
前
ま
で
は
せ
い

康
有
為
・
梁
啓
超
を
中
心
と
す
る
維
新
派
の
人
々
は
、

明
治
維
新
を
手
本
と
し
た
こ
と
で
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
近
代
日
本
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ぜ
い
明
治
維
新
ま
で
遡
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
基
盤
と
し
て
の
江
戸
時
代
の
諸
条
件
が
し
き
り
に
吟
味
き
れ
て
い
る
。

発
展
の
原
因
を
明
治
維
新
の
時
期
に
求
め
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

そ
の
発
展
の
基
礎
は
江
戸
時
代
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

声
が
、
内
外
か
ら
し
き
り
に
挙
っ
て
い
る
。
管
見
の
及
ぶ
範
囲
だ
け
で
も
、

R
・
P
ド
l
ア
『
江
戸
時
代
の
教
育
』
（
岩
波
書
店
）
、
大
石
慎

三
郎
・
中
根
千
枝
等
の

『
江
戸
時
代
と
近
代
化
』
（
筑
摩
書
房
）
、
速
水
融
編
『
歴
史
の
近
代
化
」
（
東
洋
経
済
）
、

渡
辺
浩
『
近
世
日
本
社
会

と
宋
学
』
（
東
京
大
学
出
版
会

は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

経
済
的
に
は
幕
末
開
港
前
に
先
進
機
業
地
帯
が
成
立
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
の
末
か
ら
十
九
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
初
期
資
本
主
義
の
段

階
に
入
っ
た
と
、
『
世
界
資
本
主
義
と
明
治
維
新
』
（
青
木
書
店

の
著
者
中
村
哲
氏
は
断
定
し
て
い
る
。

市
民
の
学
問
と
縁
の
深
い
懐
徳
堂
学
派
も
、
「
義
に
か
な
う
利
」
す
な
わ
ち
「
義
欲
」
を
肯
定
す
る
。
宮
本
又
次
氏
は
『
町
入
社
会
の
人
間



群
像
』
（
ぺ
り
か
ん
杜

の
な
か
で
、
「
義
欲
の
是
認
は
、

そ
の
ま
ま
に
天
下
国
家
を
考
え
て
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
明
治
以
降
〈
士
魂
商

才
〉
と
し
て
発
展
し
、

ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
志
向
す
る
要
素
を
も
っ
。
渋
沢
栄
一
的
な
〈
論
語
と
算
盤
〉
や
住
友
の
伊
庭
貞
剛
的
な
〈
白

利
利
他
公
私
一
如
〉
の
精
神
は

こ
う
し
た
系
列
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
わ
ば
大
商
人
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
〈
読
書
人
と
し
て
の

商
人
〉

で
あ
っ
た
。
」

明
治
維
新
前
夜
に
は
日
本
で
は
合
理
的
思
考
（
2
）
と
初
期
資
本
主
義
の
段
階
に
進
ん
で
お
り
、
や
が
て
政
治
的
変
革
を
経
て
文
明
開
化
の
世

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

五
、
清
国
駐
日
公
使
と
明
治
の
桐
城
派

中
村
敬
宇
が
「
西
国
立
志
編
』

の
刊
行
を
果
た
し
た
の
は
明
治
七
年
で
あ
り
、
福
沢
諭
吉
が

「
学
問
の
す
す
め
」
初
編
を
書
き
あ
げ
た
の
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は
明
治
四
年
十
一
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
薩
長
藩
閥
政
府
の
性
格
も
強
く
、

旧
幕
臣
で
外
国
奉
行
に
ま
で
進
ん
だ
奥
儒
者
出
身
の
成
島
柳
北
著

「
柳
橋
新
誌
」
（
山
城
屋
政
吉

明
治
七
年

l土

一
方
的
な
改
革
に
反
感
を
抱
い
て
い
た
佐
幕
系
の
人
び
と
の
共
感
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

加
藤
周
一
は
『
日
本
文
学
史
序
説
』
下
（
筑
摩
書
房
）

に
お
い
て
、
「
『
柳
橋
新
誌
』

の
第
二
篇
と
三
篇
序
で
は
、

み
ず
か
ら
か
し
無
用
の
人
。

と
称
す
る
柳
北
が
、
グ
王
政
一
新
し
て
柳
橋
一
新
。
し
た
光
景
を
描
き
尽
く
し
て
、

そ
の
時
代
批
判
が
痛
烈
を
極
め
る
。
時
代
批
判
は
、

一
方

で
は
、
福
沢
の

『
丁
丑
公
論
』

の
よ
、
つ
に
、

旧
幕
臣
の
変
節
に
向
け
ら
れ
る
」
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

柳
北
の
戯
作
調
漢
文
の
風
刺
は
、
為
政
者
や
知
識
人
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
一
定
の
漢
詩
文
の
素
養
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
に
成
立
し
て

E
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明
治
初
年
に
は
欧
米
を
目
標
と
し
て
近
代
化
を
急
ぐ
日
本
に
と
っ
て
、
中
国
は
理
想
像
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
漢
字
文

化
圏
共
通
の
遺
産
を
持
つ
と
い
う
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
も
江
戸
時
代
に
は
長
崎
ま
で
し
か
接
近
で
き
な
か
っ
た
中
国
大
陸
へ
も
、



自
由
に
往
来
す
る
道
が
拓
け
た
の
だ
っ
た
。

「
日
本
は
明
治
三
年
（
一
八
七

O
）
柳
原
前
光
を
清
国
に
つ
か
わ
し
て
修
好
条
約
の
せ
ぶ
み
を
さ
せ
、

明
治
四
年
伊
達
宗
城
を
や
っ
て
修

好
条
約
を
む
す
ば
せ
、

明
治
六
年
外
務
卿
福
島
種
臣
が
で
か
け
て
批
准
交
換
を
お
え
た
。

日
本
で
は
明
治
七
年
初
代
公
使
と
し
て
柳
原
前
光

が
北
京
に
着
任
、
交
民
巷
の
ホ
テ
ル
に
公
使
館
を
ひ
ら
い
た
。

中
国
で
は
光
緒
二
（
明
治
九
）
年
に
な
っ
て
駐
日
公
使
に
何
如
埠
（
3
）
を
任
命
し
た
。
何
如
埠
が
出
発
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
西
郷
隆
盛
の

事
件
が
お
こ
っ
た
の
で
出
発
を
み
あ
わ
せ
、

明
治
一

O
年
九
月
十
九
日
に
な
っ
て
北
京
を
た
ち
、

天
津
南
京
に
た
ち
よ
り
、

一
一
月
二
七
日

軍
艦
海
安
号
に
の
り
、
上
海
を
た
っ
て
日
本
に
む
か
つ
た
。
」
（
実
藤
恵
秀
編
訳
『
大
河
内
文
書
1
明
治
日
中
文
化
人
の
交
遊
1
平
凡
社
）

何
如
嘩
は
清
国
駐
日
公
使
二
品
頂
戴
翰
林
院
侍
講
学
士
、

そ
の
下
に
黄
遵
憲
字
は
公
度
が
、
参
賛
（
書
記
官
）

五
品
街
即
選
知
県
と
し
て

随
行
し
て
い
る
。
黄
は
挙
人
の
資
格
を
持
ち
、
来
日
し
て

『
日
本
雑
事
詩
』
を
著
し
て
新
派
詩
の
代
表
選
手
と
な
り
、

き
ら
に
帰
国
後
『
日
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本
国
志
』
四
十
巻
を
完
成
し
て
い
る
。

か
く
て
両
国
の
政
治
家
・
知
識
人
の
聞
に
、
直
接
の
交
遊
関
係
が
生
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

再
び
猪
口
篤
志
著
「
日
本
漢
文
学
史
』
「
第
六
章

明
治
時
代
の
漢
文
学
」

の
記
述
に
戻
ろ
う
。
「
漢
詩
の
み
で
は
な
い
。
文
章
（
漢
文
）

に
お
い
て
も
、

そ
の
高
き
者
は
隻
か
に
往
古
を
凌
ぐ
も
の
が
あ
る
。
重
野
成
斎
・
川
田
空
江
・
三
島
中
洲
の
三
大
家
の
外
、

土
井
聾
牙
・
菊

池
三
渓
・
岡
鹿
門
・
中
村
敬
宇
・
竹
添
井
井
あ
り
、
駕
を
並
べ
倶
に
馳
す
る
に
足
る
。

一
斎
・
宕
陰
・
息
軒
・
拙
堂
と
い
え
ど
も
ひ
と
り
美

を
前
に
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
こ
と
に
漢
詩
文
は
明
治
に
至
っ
て
最
高
潮
に
達
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の

原
因
と
し
て
、
私
塾
・
詩
社
の
発
達
・
発
表
機
関
と
し
て
の
新
聞
・
雑
誌
の
役
割
、

天
動
・
功
臣
の
好
尚
が
大
き
い
と
考
え
る
。
」

こ
の
機
運
を
い
っ
そ
う
増
幅
さ
せ
た
の
は
明
治
十
四

（
光
緒
七
）
年
三
月
の
繋
庶
昌
字
は
誌
斎
の
駐
日
公
使
発
令
で
あ
る
。
禁
冠
洛
編
の

『
清
代
七
百
名
人
侍
』
下
（
香
港

遠
東
図
書
公
司
）

は
、
か
れ
を
「
文
学
」
に
分
類
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
舎
曽
文
正
公
駐
軍



安
慶
、
上
命
以
知
牒
往
安
慶
大
営
差
遺
、

文
正
優
種
之
。
嘗
謂
荷
斎
生
長
辺
隅
、
意
気
温
往
、
行
文
堅
確
、
銀
而
不
舎
、

可
成
二
家
言
。
文

正
幕
中
古
世
賢
豪
、
庶
昌
輿
武
昌
張
廉
卿
・
桐
城
呉
塾
甫
・
無
錫
蒔
叔
転
・
淑
浦
向
伯
常
交
尤
篤
。
文
正
没
、

浮
沈
州
牒
近
十
年
。
充
出
使

英
法
徳
日
四
園
参
賛
五
六
年
。
未
蓋
所
用
、
欝
穆
不
楽
。
巳
而
蝶
用
為
出
使
日
本
大
臣
、
任
将
満
、
逮
丁
内
販
、

服
関
。
復
起
用
、
前
後
凡

饗
使
六
年
。
熟
通
彼
此
之
情
、
因
機
適
嬰
、
剛
柔
互
済
、
都
邦
歎
異
、
折
服
之
。
暇
至
東
京
書
時
、
捜
羅
宋
一
瓦
蓄
籍
、
輿
宜
都
楊
守
敬
商
権
、

刻
成
古
逸
叢
書
凡
二
百
巻
、

二
十
六
種
。
比
申
中
土
希
見
之
本
。
」

禁
庶
昌
は
政
治
家
で
あ
る
と
共
に
、
桐
城
派
古
文
の
大
家
で
、

の
ち
に
『
続
古
文
辞
類
纂
」

Z
二
十
八
巻
を
編
集
し
、

文
集
に
は
『
拙
尊

園
叢
稿
』
六
巻
が
あ
る
。
中
国
の
学
問
と
文
学
を
代
表
す
る
日
本
国
欽
差
大
臣
を
迎
え
て
、

に
わ
か
に
桐
城
派
へ
の
関
心
が
朝
野
の
人
士
の

聞
に
高
ま
っ
た
。
そ
の
な
に
よ
り
の
詮
擦
と
し
て
は
、
「
明
治
十
四
年
十
一
月
供
存
書
房
蔵
梓
」
の
刊
記
が
あ
る
「
海
峯
文
集
』
が
あ
る
。
奥

郎
兵
衛
と
あ
り
、

発
党
書
房
に
は
東
京
は
北
畠
茂
兵
衛
以
下
八
店
、

西
京
は
北
村
四
郎
兵
衛
以
下
五
店
、
大
坂
は
柳
原
喜
兵
衛
以
下
七
店
、
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付
け
に
は
明
治
十
四
年
十
月
十
八
日
翻
刻
出
版
届
、
出
版
人
は
神
奈
川
勝
平
民
岸
田
吟
香
、
愛
知
勝
士
族
林
安
之
助
、
東
京
府
平
民
磯
部
太

名
古
屋
は
片
野
東
四
郎
以
下
四
店
、
甲
府
内
藤
惇
右
衛
門
、
静
岡
贋
瀬
市
蔵
が
名
を
連
ね
、
全
国
規
模
の
出
版
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

全
八
巻
十
冊
、
封
面
に
は
「
海
峯
文
集
八
巻
慢
吾
書
首
」
と
あ
り
、

題
余
に
は
「
海
峯
文
集
刑
州
楊
守
敬
題
甲
」
と
あ
り
、
全
十
冊
に
は
す

べ
て
楊
守
敬
の
筆
に
成
る
題
余
が
貼
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
冊
に
は
冊
数
を
一
不
す
甲
よ
り
発
に
至
る
十
干
の
文
字
が
書
分
け
ら
れ
て
い

る

一
巻
は
論
著
、
二
巻
は
書
、
三
・
四
巻
は
序
、

五
巻
は
記
、
六
巻
は
侍
、

七
巻
は
墓
誌
・
墓
表
・
行
状
、

八
巻
は
祭
文
と
賛
、

四
巻
お

よ
ぴ
七
巻
が
そ
れ
ぞ
れ
二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
。
八
巻
の
末
に
劉
大
胞
の
弟
子
劉
琢
の
欧
文
が
あ
る
。
劉
聾
木
の
『
桐
域
文
学
淵
源
考
」
巻

三
に
い
う
。
「
劉
琢
、
桐
城
人
諸
生
。
師
事
族
兄
劉
大
地
、
受
古
文
法
。
従
瀧
最
久
、
朝
夕
得
其
講
論
。
詩
古
文
詞
比
白
有
法
律
。
撰
魯
堂
詩
集

一巻、

文
集
一
巻
。
」



楊
守
敬
、
宇
は
憧
五
日
。
す
な
わ
ち
封
面
の
文
字
も
か
れ
の
筆
で
あ
る
。
光
緒
六
年
（
明
治
十
三
）
何
如
埠
の
招
き
で
来
日
、
『
古
逸
叢
主
日
』

の
編
集
に
当
た
っ
た
。

ほ
か
に
『
日
本
訪
書
志
』
十
六
巻
、
「
水
経
注
疏
』
八
十
巻
な
ど
の
名
著
が
あ
る
。

供
存
書
房
本
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
桂
五
十
郎
著
『
漢
籍
解
題
』
所
収
の
『
海
峯
文
集
』
八
巻
と
同
一
の
版
本
に
基
づ
く
白
文
本
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
首
に
大
胞
の
友
人
な
る
呉
士
玉
の
序
あ
り
、
尾
に
弟
な
る
琢
敬
の
践
あ
り
」
と
あ
る
が
、

正
し
く
は
「
尾
に
族
弟
た
る
琢

の
践
あ
り
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
敬
肢
」
は
「
敬
（
つ
つ
し
）

み
て
践
す
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

奥
付
け
の
岸
田
吟
香
は
、

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

l
明
治
三
八
（
一
九

O
五
）
。
美
作
国
出
身
の
企
業
家
に
し
て
、
新
聞
事
業
家
で
あ
る
。

幼
時
、
津
山
藩
儒
昌
谷
精
渓
に
学
び
、

十
七
歳
江
戸
に
遊
学
、
林
図
書
頭
の
塾
に
入
り
、

一
旦
帰
郷
の
上
、
安
政
三
一
年
再
上
京
。
藤
森
天
山

に
つ
い
て
勉
学
し
、

師
天
山
が
幕
府
の
己
主
拝
に
ふ
れ
追
放
さ
れ
る
や
、
話
晦
潜
伏
、

文
久
の
末
年
、
箕
作
秋
坪
の
斡
旋
で
横
浜
在
住
の
へ
ボ

ン
の
家
に
寓
し
、
和
英
辞
書
の
編
纂
に
従
事
し
、

上
海
に
渡
っ
た
。
：
：
：
明
治
五
年
『
東
京
日
日
新
聞
』
記
者
。

明
治
十
年
記
者
を
や
め
て
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銀
座
に
楽
善
堂
薬
舗
を
設
け
、

眼
薬
精
椅
水
を
販
売
し
た
。
晩
年
中
国
に
遊
び
、
東
亜
同
文
会
・
同
仁
会
の
創
設
に
尽
力
し
た
。
年
七
十
三

で
没
。

そ
の
子
に
画
家
岸
田
劉
生
が
あ
る
。
（
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
古
川
弘
文
館
）

か
の
食
槌
の
『
東
病
詩
選
』
の
序
に
「
以
其
国
人
所
撰
詩
百
数
十
家
、
請
余
選
定
」
と
あ
る
が
、

そ
の
日
本
人
は
岸
田
吟
香
そ
の
人
で
あ

る

い
う
ま
で
も
な
く
『
東
漏
詩
選
』
四
十
巻
補
遺
四
巻
は
日
本
の
漢
詩
人
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
名
家
を
網
羅
し
て
、
中
国
の
知
識
人
に

日
本
の
漢
詩
の
概
要
を
知
ら
し
め
た
大
作
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岸
田
吟
香
の
日
記
の
一
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
『
岸
田
吟
香
日
記
』
（
近
代
日
本
学
芸
資
料
叢
書
第
七
輯

朝
倉
治
彦
解
説
）

の
明
治
二
十
四
年
年
頭
の
交
遊
関
係
を
見
て
お
こ
う
。
以
下
、
吟
香
の
日
記
の
本
文
と
朝
倉
氏
の
解
説
を
引
用
す
る
。
解
説
部
分
は
括
弧
の

部
分
で
あ
る
。



（
明
治
二
十
四
年
は
吟
香
五
十
九
歳
で
、
楽
善
堂
を
足
場
に
し
て
、
中
国
貿
易
に
尽
力
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
）

一
月
十
日

重
野
安
鐸
来
訪
相
談
。
（
重
野
は
二
十
二
年
貴
族
院
議
員
、
二
十
三
年
史
誌
編
纂
掛
委
員
長
と
な
っ
て
い
た
。
四
十
三
年
没
、

八
十
四
歳
）

一
月
十
三
日

朝
鮮
国
公
使
ら
来
訪
。

一
月
十
七
日

小
野
湖
山
、
長
坂
雲
在
よ
り
手
紙
。

斯
文
学
会
へ
行
く
。
南
摩
綱
紀
、
島
地
黙
雷
、
重
野
成
斎
、
島
田
重
札
、
松
平
信
成
、
棚
橋
一
郎
、
高
島
嘉
右
衛
門
、

岡

本
監
輔
、
岡
松
、
蒲
生
ら
に
会
う
。

一
月
二
十
五
日

仁
礼
敬
之
、
重
野
成
斎
へ
手
紙
。
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一
一
月
七
日

支
那
公
使
よ
り
使
者
来
る
。

一
一
月
十
五
日

繋
庶
日
日
帰
国
を
新
橋
に
送
る
。
中
村
敬
宇
な
ど
来
る
。

以
上
抜
書
き
し
た
個
所
だ
け
で
も
、
中
国
・
朝
鮮
両
国
公
使
を
は
じ
め
そ
の
関
係
者
、

日
本
の
漢
詩
文
壇
を
代
表
す
る
人
た
ち
と
の
親
密

な
る
交
遊
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
岸
田
の
資
力
が
な
ん
ら
か
の
形
で
背
景
に
あ
る
様
子
で
あ
り
、
『
海
峯
文
集
』
刊
行
に
際
し

て
も
一
肌
脱
い
だ
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

な
お
、
本
書
の
封
面
右
隅
及
び
各
冊
の
同
一
個
所
に
〈
本
城
蔵
書
〉
の
朱
印
が
あ
り
、

こ
れ
が
本
城
間
亭
で
あ
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

か
れ
は
三
島
中
洲
・
重
野
成
斎
に
教
え
を
受
け
一
家
を
成
し
た
。
「
嘗
て
日
く
、
我
を
生
む
者
は
父
母
。
我
を
教
う
る
者
は
中
洲
三
島
子
。
我

を
知
る
者
は
重
野
成
斎
と
服
部
愛
軒
な
り
と
」
。

そ
の
詳
侍
は
、
竹
林
貫
一
一
編
『
漢
学
者
侍
記
集
成
』
に
あ
る
。
ま
た
「
問
亭
遺
文
』
八
巻
四

冊
（
本
城
水
樟
子

大
正
五
年
一
月
刊
）
所
収
の
「
三
里
漬
古
杯
記
」
の
評
言
に
も
、
「
中
村
桜
渓
日
、
淡
掃
有
致
、
自
是
桐
城
之
規
嬢
」
と



あ
り

こ
れ
は
当
時
の
漢
文
作
者
の
問
で
桐
城
古
文
が
一
つ
の
標
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
証
擦
と
い
え
よ
う
。
刊
年
の
大
正
五
年
は
す
な

わ
ち
一
九
一
六
年
、
文
学
革
命
の
前
年
で
あ
っ
た
。
本
城
間
亭
は
越
前
三
国
の
人
。
大
正
四
年
一
月
、

五
十
二
歳
を
以
て
生
涯
を
閉
じ
た
。

こ
の
間
亭
旧
蔵
の

『
海
峯
文
集
』
に
は
、
朱
ま
た
は
塁
で
句
点
と
段
落
を
切
っ
て
あ
る
個
所
が
か
な
り
あ
り
、
筆
者
曽
遊
の
浮
山
の
紀
行

文
「
浮
山
記
」
の
頭
に
は
〈
華
厳
寺
〉
〈
金
谷
巌
〉

の
書
入
が
あ
る
。
注
目
に
価
す
る
の
は
「
巌
進
青
詩
集
序
」
に
朱
筆
で
、
〈
首
一
段
論
文

似
為
此
一
二
句
伏
案
者
然
以
嘉
典
皐
諜
文
王
周
公
孔
子
易
春
秋
起
筆
過
重
最
甚
〉

の
書
入
が
あ
り
、

文
章
家
の
視
点
で
本
書
を
精
読
し
た
跡

が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
方
琶
・
劉
大
相
・
桃
鼻
の
桐
城
三
祖
の
う
ち
、
も
っ
と
も
知
名
度
の
低
か
っ
た
劉
大
胞
の
文
集
が
こ
の
よ
う

な
形
で
日
本
で
刊
行
さ
れ
精
読
さ
れ
た
こ
と
は
、
桐
城
派
古
文
が
体
系
と
し
て
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
実
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

つ

六
、
重
野
安
鐸
・
藤
野
海
南
・
宮
島
大
八
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明
治
の
漢
詩
文
の
大
家
の
う
ち
、
桐
城
派
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、

重
野
安
緯
で
あ
る
。
神
田
喜
一
郎
は
「
日
本
の
漢
文
学
」

な
る
文
章
の
な
か
で
、
「
重
野
成
斎
（
安
縛
）
は
じ
め
当
時
の
漢
文
作
家
は
、
察
か
ら
桐
城
派
の
主
張
を
聞
い
て
、
大
い
に
感
心
し
た
も
の
で
、

殊
に
藤
野
海
南
二
八
二
六
1
八
八
）
と
か
亀
谷
省
軒
〈
か
め
た
に
せ
い
け
ん
〉
（
一
八
三
八

i
一
九
一
三
）
な
ど
は
、

ひ
ど
く
傾
倒
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が

し
か
し

い
く
ら
か
影
響
が
あ
っ
た
だ
け
で

日
本
の
漢
文
を
一
変
せ
し
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
い
っ
て
い

る
が
、
中
国
の
文
章
流
派
と
し
て
は
も
っ
と
も
新
し
く
日
本
に
入
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
『
桐
域
文
学
淵
源
考
」
巻
十
で
は
宮
島
彦
、
巻
十

一
で
は
藤
野
正
敬
す
な
わ
ち
海
南
を
そ
の
学
統
の
な
か
に
数
え
て
い
る
。

重
野
安
緯
に
つ
い
て
は
『
漢
学
者
惇
記
集
成
』
や
小
川
貫
道
編
の
『
漢
学
者
侍
記
及
著
述
集
覧
』
に
当
た
る
ま
で
も
な
く
、
『
広
辞
苑
』
に



も
そ
の
略
歴
の
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
猪
口
篤
志
の

「
日
本
漢
文
学
史
』

の
叙
述
に
頼
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
成
斎
、

人
と
な
り
沈
毅
端
厳
、
史
学
に
遠
く
文
章
を
よ
く
し
、

文
壇
の
牛
耳
を
執
る
こ
と
三
十
年
、

世
推
し
て
泰
斗
と
し
た
。

そ
の
文

章
は
じ
め
は
欧
・
蘇
を
好
み
、
晩
に
桐
城
を
宗
と
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
そ
の
作
る
と
こ
ろ
は
か
え
っ
て
初
編
が
尤
も
よ
く
、
桐
城
の
影

響
を
受
け
た
三
編
は
見
劣
り
が
す
る
。
門
人
は
日
下
勺
水
・
館
森
袖
海
ら
が
あ
る
。
松
平
天
行
は
い
う
、

先
生
の
丈
、
尤
も
体
格
を
重
ん
じ
、
荘
重
典
雅
、
束
帯
に
し
て
朝
に
立
つ
が
如
し
。
昔
陸
士
衡
、

人
そ
の
才
の
多
き
を
患
ふ
。
先
生
は
才

多
し
と
雄
も
、
務
め
て
其
の
華
を
赦
め
、
隠
約
し
て
之
を
出
す
。
網
を
尚
へ
て
錦
の
見
は
る
る
が
如
く
、
微
雲
の
月
を
漏
ら
す
が
如
く
、

土

中
の
宝
剣
の
気
、
斗
牛
を
衝
い
て
光
彩
闇
然
た
る
が
如
し
。
文
品
甚
だ
高
し
。
世
或
は
そ
の
気
骨
に
乏
し
き
を
病
む
も
、

是
れ
端
し
章
甫
せ

る
赤
也
を
し
て
文
を
衛
門
に
執
ら
し
む
も
の
な
り
。
烏
ん
ぞ
可
な
ら
ん
や
」

重
野
安
鐸
が
漢
詩
文
壇
の
盟
主
格
の
地
位
に
就
く
に
至
る
の
は
、
討
幕
の
主
力
を
成
し
た
薩
摩
出
身
と
い
う
事
情
も
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
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明
治
に
な
っ
て
も
交
遊
の
続
く
会
津
藩
出
身
の
南
摩
羽
峯
・
秋
月
章
軒
等
は
昌
平
皐
時
代
か
ら
熟
知
の
間
柄
で
あ
り
、
藤
野
海
南
は
旧
松
山

藩
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
周
辺
に
は
佐
幕
藩
関
係
者
も
多
か
っ
た
。
薩
長
関
下
の
佐
幕
派
人
材
の
活
躍
に
つ
い
て
は
大
久
保
利
通
の
令
孫
大

久
保
利
謙
に
『
佐
幕
派
論
議
』
（
吉
川
弘
文
館
）
の
著
が
あ
る
が
、

明
治
初
年
の
社
会
の
実
情
と
し
て
は
緊
張
と
無
視
の
態
度
が
一
般
的
だ
っ

た
。
官
撲
の
史
書
の
責
任
者
に
薩
摩
出
身
の
衆
望
あ
る
人
物
を
据
え
る
こ
と
は
、
藩
閥
政
府
の
意
向
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間

の
事
情
を
前
出
の
『
日
本
漢
文
学
史
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
叙
述
す
る
の
で
あ
る
。

「
す
な
わ
ち
明
治
二
年
、
大
学
校
に
国
史
編
集
局
を
開
き
、
漢
文
を
以
て
国
史
を
編
輯
す
る
計
画
が
あ
り
、

八
年
太
政
官
内
に
修
史
局
を

設
置
、

編
年
史
の
編
纂
を
創
め
た
の
で
、
諸
藩
の
詞
章
家
が
東
京
に
雲
集
し
た
。

文
才
あ
る
も
の
は
登
用
の
途
が
聞
か
れ
た
た
め
と
、
各
藩

に
多
少
の
思
わ
く
も
あ
っ
て
、
競
っ
て
俊
秀
を
送
っ
た
せ
い
も
あ
る
。
自
然
薩
摩
出
身
の
重
野
成
斎
が
午
耳
を
執
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
五



年
、
藤
野
海
南
の
、
王
唱
で
旧
雨
社
が
創
設
さ
れ
る
が
、

文
章
は
成
斎
が
品
評
し
た
。
こ
れ
は
あ
な
が
ち
そ
の
実
力
ば
か
り
で
は
な
か
ろ
う
。

：
旧
雨
杜
の
社
盟
に
は
、
藤
野
海
南
・
重
野
成
斎
・
岡
鹿
門
・
鷲
津
毅
堂
・
阪
谷
朗
直
・
青
山
鉄
槍
・
南
摩
羽
峯
・
秋
月
章
軒
・
木
原
老

谷
・
増
田
岳
陽
・
那
珂
梧
楼
・
小
山
春
山
・
隠
静
斎
・
大
郷
学
橋
・
秋
月
古
香
・
川
田
窪
江
・
三
島
中
洲
・
中
村
敬
宇
・
小
笠
原
午
橋
・
武

富
把
南
・
村
山
拙
軒
・
薄
井
小
蓮
・
萩
原
西
時
・
依
田
学
海
・
蒲
生
禁
亭
・
信
夫
恕
軒
・
亀
谷
省
軒
・
島
田
宮
玉
村
・
股
野
藍
田
・
岡
松
窪
谷
・

日
下
勺
水

ほ
か
に
詩
人
仲
間
の
小
野
湖
山
・
鯖
松
塘
・
小
永
井
小
舟
・
広
瀬
林
外
・
森
春
涛
ら
が
加
わ
っ
た
。
し
か
し
十
二
年
麗
沢
社
が

興
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
『
旧
雨
社
の
ご
と
き
友
誼
を
敦
く
し
、
燕
飲
す
る
の
も
結
構
だ
が
、
我
々
は
幕
末
思
厄
の
際
に
身
を
｛
一
五
う
し
、
今

日
の
聖
世
を
逝
え
た
の
だ
か
ら
、
衰
え
た
文
運
を
隆
ん
に
し
、

維
新
の
鴻
業
を
紬
献
し
て
報
効
を
図
る
べ
き
だ
』
と
い
う
に
あ
っ
て
、
成
斎

を
盟
主
と
し
、
毎
月
第
一
土
曜
を
定
例
日
と
定
め
た
。
会
す
る
者
は
藤
野
海
南
・
岡
鹿
門
・
巌
谷
古
梅
・
亀
谷
省
軒
・
蒲
生
禁
亭
・
星
野
豊

そ
の
後
十
四
、

五
年
（
7

）
ご
ろ
に
な
る
と
旧
雨
・
一
鹿
沢
両
社
と
も
社
友
が
凋
謝
し
、

一
旦
旧
雨
杜
を
麗
沢
社
に
合
併
し
、
更
に
三
十
六
年
廻
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城
・
小
牧
桜
泉
・
日
下
勺
水
ら
で

の
ち
に
植
松
果
堂
・
塩
谷
青
山
・
中
村
桜
渓
・
松
平
天
行
ら
が
加
わ
っ
た
。

調
社
に
合
併
し
た
。
廻
澗
杜
の
創
設
時
は
、
鷲
津
毅
堂
・
四
屋
穂
峯
・
依
田
学
海
ら
が
い
た
が
、
合
併
後
の
会
員
に
は
中
村
桜
渓
・
松
平
天

行
・
内
田
遠
湖
・
本
城
間
亭
・
石
川
文
荘
ら
が
加
わ
っ
た
。
」

こ
れ
は
明
治
の
漢
詩
文
壇
の
文
社
の
概
観
と
し
て
、
も
っ
と
も
要
領
を
得
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ

た
重
野
安
鐸
の
文
集
に
は
、

『
成
斎
文
初
集
』
全
三
巻
明
治
三
十
一
年
二
月
刊
と
、
『
成
斎
先
生
遺
稿
」
全
八
巻
大
正
十
五
年
刊
と
が
あ
る
。

ほ
か
に
『
成
斎
文
』
六
巻
も
行
わ
れ
て
い
る
。

『
成
斎
文
初
集
』
巻
二
所
収
の
「
桜
雲
牽
諜
集
記
」
に
い
う
。
「
清
園
公
使
荷
斎
禦
君
、

駐
節
此
土
。
毎
遇
重
陽
上
己
辰
、
招
謹
吾
同
人
、

張
文
字
飲
、
歳
以
為
常
。
今
弦
三
月
三
日
、
亦
諜
紅
葉
館
。
於
是
同
人
疋
円
謀
、

以
四
月
八
日
、
請
繋
君
及
其
僚
属
、
賞
花
於
上
野
桜
雲
吉
室
、



非
敢
以
為
報
也
。
柳
以
尋
交
歓
耳
。
」
こ
こ
に
は
大
官
に
し
て
文
豪
た
る
禁
庶
昌
を
囲
ん
だ
詩
文
の
雅
宴
の
有
様
が
、
淡
淡
と
叙
述
さ
れ
て
い

ヲ
h
v

。同
じ
く
『
初
集
』
巻
三
の
「
佐
瀬
得
所
翁
遺
徳
碑
」
に
い
う
。
「
遺
徳
之
碑
、
為
佐
瀬
得
所
翁
建
也
。
翁
書
師
耳
。
：
：
：
清
園
公
使
何
如
埠

撰
銘
日
、
善
用
我
法
。
能
為
人
師
。
道
進
乎
技
。
宣
惟
工
書
。
惜
余
来
之
遅
、
不
及
見
之
。
暗
唱
。
」

文
中
に
も
何
如
埠
は
登
場
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
重
野
安
縛
の
「
佐
瀬
得
所
翁
遺
徳
碑
」
の
文
章
を
何
如
埠
が
高
く
評
価
し
た
評
語
が
付

載
さ
れ
て
い
る
。
子
長
は
如
埠
の
字
で
あ
る
。
「
何
子
山
我
日
、
其
規
模
頗
近
桐
城
派
。
蓋
根
源
亦
八
家
来
、

而
近
欧
陽
公
。
」

中
国
の
土
大
夫
の
文
学
を
代
表
す
る
清
国
公
使
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
よ
う
や
く
新
し
い
文
学
流
派
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た

桐
城
派
に
そ
の
規
模
が
す
こ
ぶ
る
近
い
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
（
女
縛
が
桐
城
派
へ
傾
斜
す
る
の
は
無
理
は
な
い
。

か
れ
を
以
て
欧
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陽
修
に
近
い
と
認
め
る
の
は
、
中
村
敬
宇
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
「
津
崎
村
岡
墓
集
」
の
重
野
安
緯
の
文
章
へ
の
評
語
に
「
中
村
敬
宇
目
、

典
雅
豊
潤
、

入
瞳
陵
之
室
。
桐
城
以
下
不
足
道
也
。
」
と
あ
り
、
桐
城
派
な
ど
と
比
較
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
と
断
言
す
る
の
で
あ
る
。
敬

宇
は
つ
い
に
桐
城
の
理
解
者
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
桐
城
の
流
派
名
が
こ
こ
に
出
て
い
る
こ
と
は
同
派
の
日
本
で
の
流
行
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
一
年
二
八
八
八
）
三
月
十
八
日
に
藤
野
海
南
が
六
十
三
歳
で
没
す
る
と
、
安
鐸
は
「
藤
野
伯
抽
墓
碑
銘
」
を
書
い
て
次
の
よ

う
に
い
っ
て
い
る
。
「
歳
戊
子
、
余
採
訪
文
書
在
南
海
、
聞
伯
柚
計
、
東
望
突
泣
、
悲
不
自
禁
。
既
抵
松
山
、
輿
其
親
戚
故
旧
相
弔
。
初
伯
姐

之
喪
、
清
園
公
使
禁
苑
斎
自
撰
銘
置
墓
上
。
十
純
斎
常
敬
慕
伯
油
、
然
外
人
交
浅
、
不
能
尽
其
生
平
。
於
是
親
戚
故
旧
更
建
碑
、
属
余
銘
。
：

銘
日
、
有
徳
有
学
、
君
子
之
儒
。
繋
氏
作
銘
、
墓
上
大
書
。
彼
異
域
人
、
猶
且
云
然
。
矧
我
同
邦
、
矧
我
同
人
。
」

禁
庶
昌
と
藤
野
海
南
と
の
親
密
な
る
交
遊
ぶ
り
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
「
桐
城
文
学
淵
源
考
』
巻
十
一
で
も
触
れ
ら
れ
て



い
る
。
「
藤
野
正
啓
字
伯
祖
号
海
南
、

日
本
伊
珠
松
山
人
。
輿
禁
庶
昌
友
善
、
以
古
文
相
切
劇
。
其
為
丈
醇
有
法
度
。
趣
郷
同
桐
城
、
亦
取
桃
嘉

曽
園
藩
隠
陽
剛
柔
之
説
、

以
白
輔
。
撰
海
南
遺
集
三
巻
附
録
一
巻
。
海
南
遺
集
拙
尊
園
叢
稿
」

さ
ら
に
「
桐
域
文
学
淵
源
考
』
巻
十
に
は
「
宮
島
彦
、
（
子

日
本

人
、
師
事
張
裕
釦
七
年
、
隷
敏
好
学
尤
有
遠
志
純
行
。
漉
亭
遺
文

観
光
紀
遊
夷
牢
渓
虚
詩
文
紗
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
宮
島
彦
は
宮
島
栗
香
の
子
で
あ
る
。
宮
島
栗
香
に
つ
い
て
は
前
述
の
漢
文
学
史
に
次
の

よ
う
に
出
て
い
る
。
「
宮
島
栗
香
（
一
八
三
八
i

一
九
一
二
、
名
は
誠
一
郎
。
米
沢
の
人
。

父
は
吉
利
、

一
瓢
と
号
し
藩
の
右
筆
で
あ
っ
た
。

栗
香
は
そ
の
長
男
、

天
保
九
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

は
じ
め
山
田
蟻
堂
に
学
び
、
詩
を
よ
く
し
た
。
幕
末
維
新
の
際
、
奥
州
諸
藩
の
建
白
書

を
携
え
、
苦
心
の
末
こ
れ
を
朝
廷
に
推
達
し
た
。

明
治
三
年
徴
さ
れ
て
待
詔
院
に
出
仕
し
、

の
ち
に
左
院
に
転
じ
、

十
年
修
史
館
御
用
係
、

十
七
年
参
議
官
補
、
二
十
九
年
貴
族
院
議
員
に
勅
撰
き
れ
、

四
十
四
年
三
月
病
没
し
た
。
年
七
十
四
。
『
養
浩
堂
集
」
三
巻
が
あ
る
。
栗
香
は
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詩
才
天
授
、

同
門
の
窪
田
梨
渓
・
雲
井
竜
雄
と
共
に
、
米
沢
の
生
ん
だ
明
治
の
大
詩
人
で
あ
る
。
清
国
公
使
参
賛
と
し
て
来
日
し
た
黄
遵
憲

は
、
『
詩
才
遠
く
及
ば
ず
」
と
驚
嘆
し
て
い
る
。

た
だ
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
は
そ
の
晩
年
の
作
を
併
せ
、
取
捨
を
加
え
、

や
は
り
「
養
浩
堂
集
』
と
名
づ
け
二
冊
と
し
て
善
隣
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
栗
香
の
子
大
八
五
）
は
詠
士
と
号
し
、
善
隣
書
院
を
闘
い

た
人
、
書
を
よ
く
す
る
を
以
て
鳴
っ
た
。
）

宮
島
大
八
す
な
わ
ち
彦
が
師
事
し
た
張
裕
釦
は
桐
城
派
の
大
家
で
あ
る
。
『
桐
城
派
文
学
淵
源
考
」
全
十
三
巻
の
う
ち
、
巻
十
は
も
っ
ぱ
ら

張
裕
釦
・
旦
ハ
汝
倫
系
の
作
者
を
以
て
当
て
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
此
巻
専
記
師
事
及
私
淑
張
裕
釦
呉
汝
倫
諸
人
」
と
の
記
述
が
、

巻
十
の
巻
頭
に
あ
る
。
張
裕
釦
に
は
『
漉
亭
文
集
』
と
『
漉
亭
遺
文
』
が
あ
る
が
、
後
者
の
巻
一
所
収
の
「
養
浩
堂
詩
集
序
」
に
い
う
。

「
故
至
今
、

称
ザ
純
斎
使
日
本
。
其
風
流
勝
事
、
他
国
使
臣
之
所
未
也
。

而
日
本
宮
内
員
宮
島
君
栗
香
者
寛
敦
有
明
略
、
喜
為
詩
、
輿
荷
斎

交
尤
篤
。
是
時
余
長
子
流
、
亦
従
荷
斎
往
、

乃
亦
益
輿
君
善
。
而
君
有
子
彦
、
穎
敏
好
学
、
尤
有
遠
志
純
行
。
荷
斎
及
長
子
坑
既
帰
。
聡
年



而
君
乃
命
其
子
彦
来
中
国
、
従
余
波
今
七
年
失
。
其
後
琉
斎
再
使
日
本
、
輿
君
益
投
分
無
問
、
唱
酬
往
還
殆
無
虚
日
。
琉
斎
屡
以
書
告
余
道
、

日
本
宮
島
君
之
賢
。

而
君
嘗
取
往
従
諸
斎
及
長
子
抗
、
相
輿
筆
談
語
、
装
為
巻
。
命
彦
以
視
余
其
相
好
也
。
」

こ
れ
に
よ
り
繋
庶
昌
と
宮
島
栗
香
の
交
遊
ぶ
り
、

張
裕
釦
と
栗
香
と
の
交
遊
お
よ
び
彦
と
の
師
弟
関
係
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
じ
よ
う
の
事
実
に
よ
り
何
如
埠
・
繋
庶
昌
と
親
交
の
あ
っ
た
日
本
人
は
政
府
の
要
人
に
し
て
漢
詩
文
を
能
く
す
る
者
よ
り
も
、
学
者
や

民
間
人
に
多
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
次
第
に
緊
張
し
た
関
係
に
入
っ
て
行
く
両
国
の
歴
史
の
な
か
で
、
貴
重
な
文
化
交
流

の
時
期
の
記
録
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

〔注〕
（1
）
佐
藤
一
郎
「
長
崎
遠
望
1
頼
山
陽
の
こ
と
」
（
『
北
葉
』
第
お
号
一
九
八
二

（2
）
源
了
円
『
徳
川
合
理
思
想
の
系
譜
』
（
中
央
公
論
社
）

同
書
の
「
洋
学
受
容
と
儒
教
の
章
で
い
う
。
「
但
保
以
後
の
思
想
の
課
題
は
、
但
保
の
文
献
学
的
実
証
主
義
、
き
ら
に
は
ひ
ろ
く
実
証
主
義

的
態
度
の
正
当
性
や
、
道
徳
か
ら
独
立
し
た
政
治
の
世
界
の
存
在
を
認
め
つ
つ
、
但
保
に
よ
っ
て
閑
却
さ
れ
た
自
然
や
事
物
の
合
理
的
探
求

を
推
し
す
す
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
の
理
は
も
は
や
思
弁
的
性
格
の
空
理
・
空
論
で
は
な
く
、
実
験
・
実
証
に
裏
付
け
ら
れ
た
実

理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
但
保
以
後
の
合
理
的
思
惟
は
、
朱
子
学
の
理
を
西
洋
の
自
然
科
学
の
理
と
同
一
視
し
て
、

両
者
の
同
一
化
の
下
に
進
め
ら
れ
る
か
、
さ
ら
に
は
儒
教
の
本
源
に
遡
っ
て
易
の
中
に
あ
る
理
の
思
想
を
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
影
響
を
受

け
つ
つ
、
や
が
て
は
そ
の
母
胎
か
ら
離
れ
て
自
由
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
。

（3
）
楊
正
光
著
今
枝
二
郎
訳
の
『
日
中
関
係
簡
史
』
（
五
月
書
房
）
に
い
う
。
「
翌
年
の
十
二
月
の
初
め
、
何
如
埠
の
一
行
が
神
戸
に
着
い
て
京
都
・

大
坂
・
兵
庫
を
観
光
し
た
時
、
神
戸
は
ほ
と
ん
ど
の
家
々
が
提
灯
を
吊
し
て
旗
を
掲
げ
て
、
赴
く
と
こ
ろ
日
本
人
民
が
道
を
は
さ
ん
で
歓
迎

し
た
。
か
れ
ら
は
み
な
〈
上
国
の
衣
冠
〉
を
見
よ
う
と
思
っ
た
。
中
国
の
使
節
団
は
何
百
年
も
日
本
の
国
土
を
訪
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
度
の

中
国
の
使
節
派
遣
が
数
百
年
来
の
盛
挙
で
あ
る
と
思
っ
た
。
」

（4
）
繋
庶
昌
編
の
『
続
古
文
辞
類
纂
』
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
刊
。
狩
野
直
喜
著
の
『
清
朝
の
制
度
と
文
学
』

（
み
す
ず
書
房
）
に
い
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う
。
「
「
古
文
辞
類
纂
』
を
続
け
し
も
の
に
、
王
先
謙
も
の
と
繋
庶
昌
も
の
と
こ
書
あ
り
。
王
書
は
選
択
の
範
囲
較
狭
く
桐
城
派
に
偏
し
、
近

人
の
文
に
て
此
の
派
に
属
せ
ざ
る
も
の
は
取
ら
ず
。
禁
書
は
範
囲
較
広
く
、
勿
論
曲
目
国
藩
を
中
心
と
す
れ
ど
も
、
其
の
取
る
所
、
必
ず
し
も

桐
城
派
に
限
ら
ず
。
従
う
て
、
禁
書
に
輯
む
る
も
の
に
佳
文
字
多
し
。
而
し
て
王
書
に
も
其
の
序
文
あ
れ
ど
も
、
繋
の
序
文
這
か
に
其
の
上

に
あ
る
を
覚
ゆ
。
」
ち
な
み
に
王
先
謙
は
湖
南
長
沙
の
人
に
し
て
曲
目
国
藩
と
同
省
人
。
繋
庶
昌
は
貴
州
遵
義
の
人
で
あ
っ
て
中
央
の
学
界
か

ら
孤
立
し
、
門
戸
の
見
が
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
呉
孟
復
選
注
『
劉
大
胆
文
選
」
（
黄
山
書
社
一
九
八
五
）
の
後
記
に
次
の
如
く
あ
る
。
「
劉
大
胆
在
清
代
文
名
恨
大
。
其
文
集
康
照
時
即
有
刊

本
、
薙
正
時
刻
有
〈
小
称
集
〉
後
来
多
次
刻
過
。
我
伺
採
用
日
本
明
治
年
間
翻
刻
的
方
園
校
録
本
、
井
以
清
同
治
甲
戊
徐
宗
亮
編
校
本
為
底

本
。
因
為
方
園
是
劉
的
学
生
、
而
徐
宗
亮
是
桐
城
近
代
著
名
文
人
。
」

（6
）
佐
藤
一
郎
『
中
国
文
章
論
』
（
研
丈
出
版
一
九
八
八
）
所
収
「
方
琶
の
散
文
」
「
戴
名
世
・
方
琶
の
交
遊
よ
り
見
た
る
桐
域
派
古
文
の
成
立
」

参
照
。

（7
）
大
久
保
利
謙
著
『
佐
幕
派
論
議
』
（
吉
川
弘
文
館
）
所
収
「
福
沢
諭
吉
と
明
治
初
期
の
学
会
」
に
い
う
。
「
明
治
十
四
年
の
政
変
直
後
の
十
二

月
、
こ
の
政
変
の
影
武
者
で
あ
っ
た
井
上
毅
が
書
い
た
メ
モ
（
進
大
臣
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
政
変
後
の
政
府
の
と
る
べ
き
方
策
で

す
が
、
そ
の
な
か
に
福
沢
の
勢
力
恐
る
べ
し
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
英
米
系
の
学
問
を
な
る
べ
く
排
除
し
て
、
ド
イ
ツ
系

の
学
問
を
興
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
カ
条
。
そ
れ
か
ら
漢
学
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

（8
）
宮
島
彦
と
大
八
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
直
孫
の
善
隣
書
院
院
長
官
島
吉
亮
氏
の
証
言
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
貞
亮
は
同
氏
の
父
君
で

あ
り
、
お
な
じ
く
桐
城
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
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＊
追
記
一
最
近
、
貌
際
昌
『
桐
城
古
文
学
派
小
史
』
（
河
北
教
育
出
版
社
一
九
八
八
年
四
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
后
記
に
、
「
一
一
迫
是
筆
者
三
十

年
代
的
旧
作
、
学
習
子
北
京
大
学
研
究
院
時
的
畢
業
論
文
、
導
師
胡
適
教
授
。
胡
先
生
説
「
桐
城
派
出
在
我
伺
安
徴
、
過
去
庁
官
、
謬
種
、
妖
堂
、

是
不
是
可
以
有
不
同
的
看
法
呪
？
希
望
能
移
研
究
一
下
。
」
二
一
一
口
猶
在
耳
、
算
来
己
経
五
十
多
年
了
。
」
と
あ
る
。
貌
氏
は
河
北
大
学
中
文
文
系
教
授
。


